
 

 

 

関連データ集 

（資料５の補足資料） 

  

参考資料１



目次 

子どもや子育て家庭に関係するデータ 

 子どもの自己肯定感 ・・・ １ 

 保護者が子どもの話を聞くこと ・・・ ２ 

 児童虐待相談対応件数 ・・・ ３ 

 不登校児童（長期欠席児童） ・・・ ４ 

 結婚に対する考え方 ・・・ ５ 

 希望する子どもの数 ・・・ ６ 

 悩みや不安を感じている人 ・・・ ７ 

 女性が職業を持つことの考え方 ・・・ ８ 

 妊娠、出産における妊産婦との関わり ・・・ ９ 

 在園児の状況 ・・・ １０ 

 就学前児童の就園状況 ・・・ １１ 

 休日保育及び夜間保育の利用者数 ・・・ １２ 

 病児保育の利用者数 ・・・ １３ 

 いじめ解消率 ・・・ １４ 

 子ども医療費の助成状況 ・・・ １５ 

 ひとり親家庭の状況 ・・・ １６ 

 放課後児童クラブの登録児童数 ・・・ １７ 

 子ども食堂の開催状況 ・・・ １８ 

 里親等への委託及び児童養護施設の入所児童数 ・・・ １９ 

 子どもの自殺者数 ・・・ ２０ 

 療育手帳所持者の状況 ・・・ ２１ 

人口や就業に関係するデータ 

 人口と年齢割合 ・・・ ２２ 

 出生数と出生率 ・・・ ２３ 

 婚姻数と婚姻率 ・・・ ２４ 

 合計特殊出生率 ・・・ ２５ 

 年齢階級別労働力率 ・・・ ２６ 

 女性の年代別人口構成比 ・・・ ２７ 

 北九州市の就業者の状況 ・・・ ２８ 

 中学校卒業後の進路状況 ・・・ ２９ 

 高等学校卒業後の進路状況 ・・・ ３０ 

 

※ 資料５（北九州市の現状）で記載したデータには下線を引いています。 



82.7 

78.0 

76.1 76.3 

84.0 

81.3 

76.9 

79.3 

H30 R1 R2 R3 R4

北九州市 全国

78.4 

72.9 

76.1 76.3 

78.8 

74.1 

76.2 

78.5 
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北九州市 全国

子どもの自己肯定感

小学６年生

・「自分には良いところがあるか」の質問に、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた割合。

・北九州市は、全国平均と同じ傾向で増減をしているが、総じて全国平均よりも低い。

出典：文部科学省「全国学力・学習状況調査」

新型コロナ
により

調査なし

新型コロナ
により

調査なし

単位︓％

中学３年生
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17.8 

17.6 

22.2 

16.5 

R1 R2 R3 R4

25.5 

21.9 

24.0 

22.3 

R1 R2 R3 R4

保護者が子どもの話を聞くこと

小学生

・保護者に対して、「あなたは子どもの話が聞けていると思いますか」の質問に、「当てはまる」「どちらかと
いえば当てはまる」と答えた割合。

・R3に一時的に上昇したが、調査開始時との比較では減少している。

出典：子ども家庭局「子どもプラン点検・評価に関するアンケート」

単位︓％
中学生
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児童虐待相談対応件数

・児童虐待相談対応件数は、北九州市の児童相談所（子ども総合センター）において、各所からの相談に
対応した件数。全国との比較のため、児童1万人あたりの件数を記載。

・相談対応件数は年々増加しており、児童１万人あたりの件数は、全国平均を上回っている。

単位︓件
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相談対応件数 北九州市（児童１万人あたり） 全国（児童１万人あたり）

出典：子ども家庭局「子どもプラン点検・評価に関するアンケート」
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18.1 18.8 

24.1 

34.3 

13.0 
14.1 

15.7 

28.9 

H30 R1 R2 R3

北九州市 全国

57.0 58.9 
64.7 

88.6 

47.6 
50.1 51.6 

71.3 

H30 R1 R2 R3

北九州市 全国

不登校児童（長期欠席児童）

小学生

・長期欠席児童とは、「欠席の日数」及び「出席停止・忌引き等」の日数の合計で３０日以上登校しなかった
もので、「新型コロナウイルスの感染回避」のために欠席したことを除外したもの。

・全国との比較のため、児童千人あたりの児童数を記載。

単位︓人中学生

・小学生、中学生ともに年々増加しており、全国平均を上回っている。

出典：子ども家庭局「子どもプラン点検・評価に関するアンケート」
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結婚に対する考え方

・「結婚についての考え方について伺います」の質問に、「できるだけ早く結婚したい」「いずれは結婚したい」
と答えた割合。

・結婚をしたいと思う人の割合は減少し、「結婚するつもりはない」「わからない」と答えた割合が増加した。

出典：子ども家庭局「子ども・子育て支援に関する市民アンケート」

単位︓％

18.6 

16.4 

51.2 

38.8 

10.3 

16.4 

16.7 

18.0 

3.2 

10.5 

H30

R5

できるだけ早く結婚したい いずれは結婚したい 結婚するつもりはない わからない その他

結婚をしたい人：69.8％

結婚をしたい人：55.2％

・結婚をしていない理由として、結婚したい人に出会っていないことや、自分の生活を大事にしたいが上位。

【結婚をしていない理由】

1位：結婚したい人に巡り合っていない
2位：異性と出会う場や交際の機会がない
3位：趣味や娯楽を楽しみたい

1位：結婚したい人に巡り合っていない
2位：自由な生活と気楽さを失いたくない
3位：趣味や娯楽を楽しみたい

H３０ R5
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8.5 

9.8 

19.3 

61.5 

51.3 

23.0 

16.7 

4.2 

4.2 

H30

R5

０人 １人 ２人 ３人 ４人以上

希望する子どもの数

・「希望する子どもの数」と「実際に予定している子どもの数」を人数で答えてもらう質問の割合。

・ともに複数の子どもを持ちたいと思う割合は減少している。

単位︓％

8.1 

2.2 

9.8 

55.0 

50.5 

38.0 

26.9 

4.8 

4.7 

H30

R5

０人 １人 ２人 ３人 ４人以上

希望する子どもの数

【希望する数と実際に予定している数の乖離する理由】

1位：子育てにお金がかかるから
2位：育児の負担が大きいから
3位：年齢上の理由から

1位：子育てにお金がかかるから
2位：子育ての身体的な負担が大きいから
3位：子育ての精神的な負担が大きいから

H３０ R5

実際に予定している子どもの数

・乖離する理由として、子育てにお金がかかることや、子育てに負担が大きいことが上位。

出典：子ども家庭局「子ども・子育て支援に関する市民アンケート」
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33.9 

43.1 

35.2 
35.5 

41.6 

40.2 40.9 

39.6 

43.6 

41.0 

44.4 
43.5 

44.3 

47.6 

53.8 

就学前 小学生 中高生

H30 R1 R2 R3 R4

悩みや不安を感じている人

・保護者に対して「子育てについて悩みや不安を感じていますか」の質問に、「とても感じている」「どちらかと
いえば感じている」と答えた割合。

・全ての年代の保護者が、悩みや不安を感じる割合が高くなっている。

単位︓％

出典：子ども家庭局「子どもプラン点検・評価に関するアンケート」
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61.0 

51.9 

20.3

35.7 

6.5 

1.3 

4.8 

0.3 

7.3

10.7 

全国

北九州市

再就職型

54.2 

37.5 

26.3

51.5 

8.4 

2.0 

4.7 

1.6 

6.4

7.3 

全国

北九州市

ずっと職業を持っている方がよい 子どもができたら職業を中断し、再び持つ方がよい

子どもができるまで職業を持ち、あとは持たない方がよい 結婚するまで職業を持ち、あとは持たない方がよい

その他

女性が職業を持つことの考え方

・「女性が職業を持つことについてどれが最も望ましいと思いますか」の質問に答えた割合。

・北九州市は、職業を継続して持ちたいと思う割合は、H29調査時より増加しているが、全国平均より低く、
子どもができたら仕事を中断し、再就職を希望する割合が高い。

出典：総務局「北九州市男女共同参画社会に関する調査」

単位︓％

Ｒ4

H29

職業継続型
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妊娠届出数 妊娠11週までの届出率

6,766 
6,323 

6,004 6,006 5,640 
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5,000
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7,000

8,000

9,000

10,000

H30 R1 R2 R3 R4

訪問件数 訪問実施率

妊娠、出産における妊産婦との関わり

・妊娠届出の際は保健師と面談を実施。件数は減少しているが、妊娠１１週までに届出をする割合は増加。

・４カ月までの乳児がいる家庭を訪問し、乳児の健康状態等の相談対応や、子育て支援に関する情報提供を実施。
出生数が減少しているため訪問件数は減少しているが、概ね全ての家庭訪問を行っている。

出典：子ども家庭局実績

単位︓件、％単位︓件、％妊娠届出の状況 出産後訪問指導の状況
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在園児の状況

・幼稚園や保育所等に通う児童数は、年々減少している。

・近年の構成比は、保育所等に通う児童の割合が増加している。

出典：子ども家庭局実績

単位︓人

基準日：幼稚園 各年５月１日
保育所等 各年４月１日

13,265 12,966 12,772 12,334 11,759 10,976 

16,470 16,409 16,299 15,983 
15,569 

15,260 

29,735 29,375 29,071 28,317 
27,328 

26,236 

H30 H31(R1) R2 R3 R4 R5

幼稚園 保育所等

※幼稚園には幼稚園型認定こども園を含む。
保育所等には保育所型認定こども園を含む

構成比

44.6％

55.4％

58.2％

41.8％

構成比

※幼稚園は満３歳児を含む
保育所等は０歳児を含む 10



就学前児童の就園状況

・市立小学校第１学年児童の就学前教育の状況を調査した結果。

・幼稚園や保育所等へ就園している子どもが大多数ではあるが、一定数の不就園児童がいる。

出典：北九州市教育委員会「教育要覧」

単位︓人

7,835 

7,560 

7,323 
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7,328 

7,002 
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就園児 不就園児

基準日：各年５月１日 11

休日保育及び夜間保育の利用者数

・休日保育（日曜・祝日に就業する保護者支援のため保育所を開所）は、H３０頃と同程度利用されている。

・夜間保育（最大午前７時から午前０時まで利用できる夜間の保育事業）については、減少傾向となっている。

出典：子ども家庭局実績

単位︓人
1872 

572 

2084 

578 

1484 

539 

1739 

542 

1866 

497 

休日保育 夜間保育

H30 R1 R2 R3 Ｒ４
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病児保育の利用者数

・病児保育の利用者は一時的に減少したが、令和５年度に大きく増加している。

・令和５年４月より利用料無償化を実施。

出典：子ども家庭局実績

単位︓人

8,907 9,029 

3,595 

5,908 

6,896 
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利用者 月平均
（令和６年１月まで）
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496 498 

433 
384 490 488 
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いじめ解消率

・いじめの件数は、小学生・中学生ともに減少している。

・いじめの解消率は、小学生・中学生ともに、全国平均よりも高い。

出典：教育委員会事務の点検・評価報告書

単位︓人、％

中学生小学生

2,318 2,327 2,391 
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子ども医療費の助成状況

・子どもの医療費助成は、通院費は年齢区分により一部負担はあるが、入院費は全額助成を実施している。

・特に、令和５年度は、新型コロナの５類感染症移行やインフルエンザ等の流行もあり、大きく増加の見込み。

出典：子ども家庭局実績

単位︓百万円

※R3.４より、中学生の通院費の助成開始
R４.１より、高校生の入通院費の助成開始

2,691 2,702 

2,051 

2,629 

3,009 

3,673 

H30 R1 R2 R3 R4 R５

※H３０～R４は決算額、R５は予算額で記載 15
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512 
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514 

289 

470 
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一般家庭 母子家庭 父子家庭

H23 H28 R3

ひとり親家庭の状況

・ひとり親家庭の世帯数は、母子家庭・父子家庭ともに減少している。

・ひとり親家庭の平均年収は増加しているが、一般家庭と比べると、まだ低い状況となっている。

出典：北九州市ひとり親家庭等実態調査

単位︓万円

15,733 

2,229 

14,078 

2,322 

13,897 

1,782 

母子家庭 父子家庭

H23 H28 R3

総務省「家計調査」

単位︓世帯ひとり親家庭世帯数 各家庭の平均年収

16



放課後児童クラブの登録児童数

・放課後児童クラブは、希望する全学年児童の受入を実施。登録する児童数は、H３０頃と同程度。

・市立小学校の児童数が年々減少している中でも、放課後児童クラブに登録する児童数は減少していない。

出典：子ども家庭局実績、文部科学省「学校基本調査」

単位︓人

9,316 9,428 9,644 9,044 9,214 9,618 

3,031 3,147 3,279 
2,628 2,700 

2,802 

12,347 12,575 12,923 

11,672 11,914 
12,420 

H30 R1 R2 R3 R4 R５

低学年 高学年

基準日：登録児童数 各年４月１日、小学校児童数 各年５月１日

小学校
児童数

47,548人 47,082人 46,455人 45,623人 45,139人 44,323人
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子ども食堂の開催状況

・子ども食堂は、孤食の防止や子どもと大人が安心して過ごす居場所として、地域や民間が主体となって運営。

・令和４年度末には５２箇所で開催され、現在（令和６年３月）は、６３箇所まで広がっている。

出典：子ども家庭局実績

※地域により重複しているため☆の数と開催数は一致しない。

※☆は令和５年度に開設した場所。
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里親等への委託及び児童養護施設の入所児童数

・里親・ファミリーホームへ委託している児童数と委託率及び児童福祉施設に入所している児童の学位別内訳。

・里親等への委託児童数及び委託率は、年によって増減はあるが、100人程度の委託をしている。

出典：子ども家庭局実績

単位：人
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H30 R1 R2 R3 R4

受託児童数 委託率

55 52 42 32 32

125 
111 

113 
110 114 

136 
139 

124 
134 128 

6 
7 

8 10 10 

322
309

287 286 284

R1 R2 R3 R4 R5

幼児 小学生 中高生 18歳以上

里親等への委託 児童養護施設への入所数単位：人、％

基準日：年度末 基準日：4月1日

子ども総合センター「事業概要」

・児童養護施設へ入所する児童数は年々減少しているが、措置される児童の内訳は大きな変動はない。
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子どもの自殺者数

・全国の子どもの自殺者数は、増加傾向である。特に高校生は大きく増加している。（H30→R4：48.7％増）

・北九州市の２０歳未満の自殺者数は、一桁で推移している。

出典：厚生労働省「自殺の状況」「地域における自殺の基礎資料」

単位︓人

7 8 14 11 17 

124 112 
146 148 143 

238 

279 

339 
314 

354 

369 

399 

499 
473 

514 

H30 R1 R2 R3 R4

小学生 中学生 高校生

全国

北九州市 ６人 ６人 ３人 ９人 ５人

※内訳非公開

※北九州市は２０歳未満の数

20



療育手帳所持者の状況

・療育手帳を所持する１８歳未満の人数。北九州市は重度、中軽度の内訳を記載。全国は全体数のみ。

・北九州市は、概ね増加傾向。（H30→R4：7.７％増）
全国的にも、年々増加している。（H30→R4：1１．３％増）

出典：保健福祉局実績

単位︓人

608 607 595 616 628 

1,772 1,759 1,826 1,857 1,936 

2,380 2,366 2,421 2,473 
2,564 

H30 R1 R2 R3 R4

重度 中軽度

279,649 

287,548 290,975 

299,008 

311,348 

H30 R1 R2 R3 R4

北九州市 全国

厚生労働省「福祉行政報告例」 21

12.8 12.8 12.7 12.6 12.5 12.4 12.3 12.1 11.9 

59.5 58.8 58.1 57.7 57.4 

57.1 

56.9 
56.8 56.8 

27.6 28.5 29.2 29.7 30.2 30.5 30.8 31.1 31.2 

977,457 

972,192 

967,149 

961,552 

956,501 

951,047 

945,453 

937,975 930,567 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

0～14歳 15～64歳 65歳以上 人口

人口と年齢割合

・北九州市の人口は年々減少傾向。

・0～14歳や15～65歳の層が減少しているのに対し、65歳以上の層が増加している。

出典：北九州市住民基本台帳

単位︓人、％

基準日：各年９月末時点 22



7,904 7,864 

7,621 

7,349 
7,188 

6,614 
6,459 

6,304 

5,901 

8.2 8.3 
8.0 

7.7 7.6 

7.0 7.0 
6.8 

6.4 

8.0 8.0 
7.8 

7.6 
7.4 

7.0 
6.8 

6.6 
6.3 

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

出生数 出生率（北九州市） 出生率（全国）

出生数と出生率

・出生数は年々減少傾向。

・出生率（対千人あたりの人数）で計算すると、概ね全国と同じ傾向で減少。

出典：厚生労働省「人口動態調査」

単位︓人、‰

23

4,939 4,989 4,907 

4,581 4,553 4,626 

4,069 
3,912 

3,761 

5.1 5.2 5.1 

4.8 4.8 4.9 

4.4 
4.2 4.1 

5.1 5.1 5.0 4.9 
4.7 4.8 

4.3 
4.1 4.1 

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

婚姻件数 婚姻率（北九州市） 婚姻率（全国）

婚姻数と婚姻率

・婚姻数は近年減少傾向。

・婚姻率（対千人あたりの人数）で計算すると、概ね全国と同じ傾向で減少。

出典：厚生労働省「人口動態調査」

単位︓人、‰

24



合計特殊出生率

・合計特殊出生率（女性が一生のうちに生むとされる子どもの数）は、北九州市は全国平均よりも高い傾向。

・全国的には減少傾向であり、北九州市もH30をピークに減少している。

出典：厚生労働省「人口動態調査」

単位︓‰

1.56 

1.59 
1.61 

1.60 
1.61 

1.52 

1.47 

1.52 

1.46 

1.42 

1.45 
1.44 

1.43 
1.42 

1.36 

1.33 

1.30 

1.26 

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

北九州市 全国

25

年齢階級別労働力率

・１５歳以上の人口に占める労働人口の割合。（労働力率（％）＝労働人口／年齢別人口×１００）

・北九州市は、男性・女性ともに、２０歳以上については、全国平均を下回っている。

出典：総務省「令和２年国勢調査」

単位︓％男性 女性

19.7 

74.2 
94.6 96.6 96.4 96.4 96.0 94.8 93.4 

85.7 

33.8 

16.7 

74.0 

95.4 96.8 96.9 96.8 96.3 95.6 94.3 

86.5 

37.5 

北九州市 全国

17.1 

73.5 

83.6 

76.2 76.5 
79.6 80.7 79.5 

74.0 

59.7 

17.8 16.8 

74.2 

86.6 

79.1 78.1 
80.8 82.0 80.2 

75.3 

62.2 

19.9 

北九州市 全国
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女性の年代別人口構成比

・女性の各年代の人口構成比を、北九州市と福岡市で比較する。

・北九州市は、２０～３９歳の層が減少している。

出典：北九州市、福岡市住民基本台帳

単位︓％北九州市 福岡市

16.2 

15.9 

15.3 

20.9 

19.3 

18.4 

24.5 

25.1 

25.6 

38.4 

39.7 

40.7 

H26

H30

R4

0～19歳 20～39歳 40～59歳 60歳以上

16.3 

16.9 

17.2 

26.0 

26.8 

28.5 

27.9 

27.2 

26.2 

29.8 

29.1 

28.2 

H26

H30

R4

0～19歳 20～39歳 40～59歳 60歳以上

基準日：各年９月末時点 27

北九州市の就業者の状況

・全国及び20政令市の男性・女性別の正規雇用・非正規雇用の割合（20歳以上）を算出。

・北九州市は、男性・女性ともに、正規雇用の割合が、全国平均を下回っている。

出典：総務省「令和４年就業構造基本調査」

単位︓％

78.7 

81.9 

81.0 

80.8 

80.4 

79.9 

79.9 

79.8 

79.5 

79.3 

79.3 

78.9 

78.1 
78.0 

77.9 

77.6 

77.6 

76.6 

75.8 

75.6 

74.6 

21.3 

18.1 

19.0 

19.2 

19.6 

20.1 

20.1 

20.2 

20.5 

20.7 

20.7 

21.1 

21.9 

22.0 

22.1 

22.4 

22.4 

23.4 

24.2 

24.4 

25.4 

全国

川崎市

さいたま市

新潟市

仙台市

広島市

横浜市

岡山市

浜松市

相模原市

名古屋市

千葉市

北九州市

堺市

静岡市

熊本市

神戸市

福岡市

札幌市

大阪市

京都市

正規雇用割合 非正規雇用割合

47.4 

55.7 

51.3 

50.5 

50.0 

49.0 

47.8 

47.7 

47.5 

47.1 

46.8 

46.7 

46.5 

46.2 

45.7 

45.6 

44.7 

44.6 

44.3 
43.0 

39.2 

52.6 

44.3 

48.7 

49.5 

50.0 

51.0 

52.2 

52.3 

52.5 

52.9 

53.2 

53.3 

53.5 

53.8 

54.3 

54.4 

55.3 

55.4 

55.7 

57.0 

60.8 

全国

川崎市

仙台市

熊本市

大阪市

京都市

新潟市

岡山市

名古屋市

横浜市

静岡市

さいたま市

堺市

福岡市

広島市

浜松市

札幌市

神戸市

北九州市

千葉市

相模原市

正規雇用割合 非正規雇用割合

男性 女性
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中学校卒業後の進路状況

・中学校卒業者の進路状況についての調査。

・北九州市は、全国平均と比べ、高校進学の割合がやや低い。
その他（進学も就職もしていない等）の割合が高い。（政令市１位）

出典：文部科学省「学校基本調査」、大都市比較統計年表

単位︓％

基準日：令和３年３月卒業者

※見やすくするため縮尺を変更しています

98.9 98.8 

99.2 
99.4 

99.1 
99.3 99.3 99.3 

99.5 

99.1 99.0 

98.6 

99.3 

98.5 
98.3 

98.7 98.6 98.7 
98.4 

98.2 

99.4 

0.3 
0.3 

0.2 
0.1 

0.1 
0.1 0.0 0.1 

0.0 

0.0 
0.0 0.5 

0.0 

0.6 

0.6 

0.6 

0.2 

0.4 

0.2 0.7 

0.2 
0.2 

0.1 

0.1 
0.1 

0.1 

0.1 0.1 0.1 
0.1 

0.2 
0.1 

0.2 

0.1 

0.0 0.3 

0.1 

0.2 

0.1 

0.3 

0.2 

0.0 
0.6 

0.8 
0.5 0.4 

0.7 
0.5 0.6 0.5 0.4 

0.7 
0.9 

0.7 0.6 
0.9 0.8 

0.6 

1.0 
0.8 

1.1 
0.9 

0.4 

高校進学 専修学校等進学 就職 その他
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57.4 59.9 62.9 
67.3 

62.0 66.2 63.5 62.3 58.4 60.9 
50.7 

62.5 

74.3 

62.7 60.2 
65.9 

58.5 
67.5 

50.4 

61.2 
55.8 

17.3 
19.4 16.0 

13.0 
17.6 

15.5 
16.5 23.2 

21.9 15.7 

15.9 

11.9 

10.6 

13.2 18.9 10.5 
16.8 

8.3 

18.5 

14.7 
19.2 

15.7 9.2 9.8 8.2 8.0 5.4 9.3 
6.3 

11.9 
14.5 

23.8 
13.2 

4.3 

11.1 
12.3 

11.6 16.7 
9.9 19.7 

10.5 15.3 

9.6 11.5 11.3 11.5 12.4 12.9 10.7 8.2 7.8 8.9 9.6 12.4 10.8 13.0 
8.6 12.0 8.0 

14.3 11.4 13.6 9.7 

大学進学 専修学校等進学 就職 その他

高等学校卒業後の進路状況

・高等学校卒業者の進路状況についての調査。

・北九州市は、全国平均に比べ、大学へ進学する割合が低く（政令市２０位）、就職する割合が高い（政令市２位）。

出典：文部科学省「学校基本調査」、大都市比較統計年表

単位︓％

基準日：令和３年３月卒業者 30


